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新年のご挨拶

日本パウダーコーティング協同組合
理事長　長谷川　智久

巻 頭 言

　新年あけましておめでとうございます。
　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　2025 年が皆様にとりまして良き年となりますよう
心より祈念申し上げます。
　平素は、当組合の活動にご理解をいただき、格別の
ご高配を賜り感謝申し上げます。
　さて、2020 年 2 月頃より世界的に流行した新型コ
ロナウイルス感染症は、すでに過去のものとなった感
がありますが、感染症によるパンデミックが現代社会
の大きな弱点であり、我々も忘れることなく危機管理
のひとつとして継続した感染症対策が必要であること
を再認識させられました。皆様におかれましても社内
の危機管理項目に加え、安定操業の確保に努めていた
だきたいと存じます。
　世界情勢は複雑さを増し、2022 年 2 月 24 日に始 
まったロシアによるウクライナ侵攻は、現在も交戦中
で先行きが見えない状況にあり、天然ガス、原油、穀
類をはじめ多くの商品に対する影響が継続し、世界経
済の不安定な状態が継続しています。
　一方、ハマスの奇襲から始まったイスラエルとの戦
争は、歴史的な背景も複雑でこちらも出口が見えない
状況で、戦争の拡大や長期化は多くの犠牲者を出すだ
けでなく、原油価格の高騰の恐れがあり世界経済に打
撃を与えます。人道的にも経済の安定のためにも、早
期停戦の合意と平和へ向けた動きをしてもらいたいと
ころです。
　また、アメリカ次期大統領がトランプ氏に決まり、
アメリカ・ファーストに舞い戻ったことも、先行きの
不透明感を一層増すことが予測されており、米中の対
立の深刻化や世界の二極化など多くの懸念事項が報道
されています。
　このような状況下ではありますが、IMF の世界経済 

の成長率は、2024 年 4 月の「世界経済見通し（WEO）」
における予測に沿う形で、2024 年は 3.2%、2025 年は
3.3% になると見込まれていて、昨年の 2024 年の 2.9%
の見込みに比べ 0.3% 上振れと見込まれていますので、
少しは期待できるところでしょうか。
　国内情勢においては、世界に後れを取っているとさ
れる日本のカーボンプライシングですが、2026 年か
ら排出量取引制度が本格的に始動し、2028 年には炭
素に対する賦課金（化石燃料賦課金）が導入されま
す。温室効果ガスの発生を各企業は抑制し、カーボン
ニュートラルの達成を目標とせざるを得ない状況で、
川下企業からの要求は年々強くなると考えられます。
　当協同組合としてもパウダーコーティング誌の記事
や粉体塗装研究会等で、今後関連テーマをより多く取
り上げてタイムリーに情報提供できるよう努力して参
る所存です。皆様ご指導ご協力賜りますようよろしく
お願いいたします。あわせて、一般社団法人日本塗料
工業会様、一般社団法人国際工業塗装高度化推進会議
様、日本工業塗装協同組合連合会様、日本塗料商業組
合様等関連団体様との連携強化により、顧客や関係各
省への粉体塗装の PR を進めてゆきたいと考えていま
す。
　昨年も申し上げましたが、環境に優しい塗料・塗装
方法である粉体塗装の拡大を進めて参る所存です。塗
料メーカー各社様も HAA（ヒドロキシアルキルアミ
ド）硬化型に加え新硬化系で低温化を達成されており、
VOC を含まない環境に優しい塗料として、市場より
注目を集め、粉体化が進むものと期待しております。
　最後になりましたが皆様のご健康、ご発展とご多幸
を心より祈念申し上げ新年のご挨拶とさせて頂きま
す。
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新年のご挨拶

日本工業塗装協同組合連合会
会長　髙𣘺　正

巻 頭 言

　令和７年新春を迎え謹んでお慶び申し上げます。
　平素は日本工塗連の事業運営にあたり、関係省庁並
びに関係団体の皆様をはじめ関係各位の格別のご支援
ご厚情を賜わり厚く御礼申し上げます。
　昨年、我が国においては、正月の能登半島地震、地
球温暖化の影響とされる酷暑、また、今まで経験した
ことのないような豪雨など多くの災害が発生しまし
た。一方、経済においては、国際情勢の緊迫化、円安
進行と原料不足などによる燃料エネルギー、材料価格
の急騰、加えて、少子高齢化などの社会的な背景によ
る人材不足や人件費高騰などが、多くの企業の経営を
圧迫しました。
　同様に、中小企業の集まりである私たち工業塗装業
界も、燃料エネルギー高、材料高の影響をもろに受け、
価格転嫁も追いつけず、賃上げや設備投資の原資の確
保も難しいという厳しい状況に陥りました。そうした
中でも、日本工塗連の各組合会社は、知恵を出し合い、
絶えまぬ努力を重ねながら、経営の存続と従業員の雇
用維持を図って参りました。しかしながら、全体の仕
事量が減少していく中、取引先等でも廃業する会社も
多く、各組合会社でも、資金不足、人材不足により、
廃業を余儀なくされる会社もありました。
　本年においては、米国の大統領選挙で共和党トラン
プ前大統領が勝利を収めたことにより、自国第一主義
の政策が進められるものと思われます。すでに大手企
業は生産拠点を関税影響の少ない国へシフトする動き
が見られます。各組合会社には、そのような変化をしっ
かり掴み、我が国へ生産拠点を移す優位性を示し、受
注量拡大につなげて頂くことを期待しております。更

に、制度、政策が大きく動くことも予想されています
ので、しっかり準備し、変化に対応して頂きたいと考
えます。
　特に、各組合会社の経営者の皆様におかれましては、
今こそ、それぞれ五感を研ぎ澄まし、長期的な展望を
描き、自社をどの様な方向に進めるか、企業トップの
指導力が試される時であり、ネットで情報を集めるの
ではなく、自らの足で多くの情報を集め、変化や匂い
を感じとることが重要になる変化の時代になったこと
を意識しつつ事業を推進して頂きたいと考えます。
　一方、昨年、日本工塗連では、人材確保、後継者の
育成、更には組合員増強による工業塗装業界の連帯を
目的に、「工業塗装ともの会」座談会を 2ヶ月に 1回、
開催しました。座談会では、職場環境、価格転嫁、外
国人労働者、SDGsなどその時々の重要な課題が議論
され、開催が 20回目を数えるに至りました。また、
総会及び全国大会は神奈川県横浜市で開催され、ご来
賓、招待の皆様など総勢 123名のご出席をいただき、
華やかに開催することができました。更に、将来を担
う若手後継者の集まりであるジュニア会も東京で開催
され、意見交換会や懇親会を通してお互いの連帯を強
めることができました。
　最後に、本年も引き続き、各地区では、若手の塗装
技術者の技能向上を目的とした塗装技能コンクールや
工場見学会、勉強会など組合員の役に立つ多くの事業
に取組む所存でございますので、関係官庁及び関係団
体の皆様からのご支援をお願いするとともに、関係各
位のますますのご隆盛をご祈念申し上げ、年頭のご挨
拶とさせて頂きます。
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新年のご挨拶

一般社団法人 国際工業塗装高度化推進会議
理事長　坂井　秀也

巻 頭 言

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、2025 年の新春をお健やか
にお迎えになられたこと、心よりお喜び申し上げます。
　今世紀は環境の世紀といわれているように、まさし
く世界中で環境影響が日常化しています。SDGs 活動
も、それぞれの立場で「持続可能な開発目標」の実現
化に立ち向かっていますが、各国の事情により足並み
が揃わず難航しております。地球温暖化現象による気
候変動や海面温度上昇も、すでに大きな社会問題とな
り、私たちの生活もこの異変に直面しております。そ
れに各地域での紛争や不調和が加わり、経済活動への
打撃も不安視されております。バンデミックスによる
行動変化は、リモートとサプライチェーンを産み、ビ
ジネスの大きな変革が起こり、地産地消として市場
に近い現地の製造をサポートする実践的なイノベー
ションが生まれています。そして、「リショアリンク 

（生産拠点の国内回帰）」や「オンショアリング（自国
内でのアウトソーシング）」など、LCA を基本とする
流通や生産にメスが入り、それぞれの分野で見直しが
行われています。
　一方、25 年後のライフ予測として、期待される科
学技術のさらなる進展がプランニングされていて、今
後持続可能な開発目標の実現には、次世代に活躍する
若者に委ねられております。健康寿命のための医学ア
プローチ、再生化する緑化と循環型エネルギー転換活
用、情報の共有化やセンサーやロボットによる生活支
援などの実現化には、複合技術や業際技術が必要不可
欠な存在です。現在も、各分野において競合他社が融
合して研究開発が進められており、新たな科学技術に
よる共有化と特異化が期待されております。
　世界コーティング協議会（World Coatings Council: 
WCC）では、サスティナビリティレポートにて SDGs
テーマを特定しており、日本の塗料・塗装業界におけ
るこれらの動きも、工業塗装の主軸と言える自動車の
CN に向けた取り組みが行われており、これらの事業

成果が現場で採用されることが望まれています。
　IPCO では、「工業塗装の現場改善」をメインテー
マとして、直面しております環境課題、塗装技術の革
新、業界ネットワーク推進などのサポートエンジニア
リングを進めており、IPCOSTUDY や合同会議にて
実績評価を協議しております。
　とくに、受託加工がメインの工業塗装においては、
被塗物の素材、製品、工程などが予期せぬ変化が起こ
れば、現有ラインの収益に大きく影響する恐れもあり
ますので、受け入れ態勢の再構築が求められておりま
す。
　昨年からスタートしました高度ポリテクセンターで
の「塗装設計者のための工業塗装技術」は、各分野か
らの参加をいただき、発注者側の課題抽出に大きな成
果が得られました。このような取り組みは、塗料・塗
装業界のニーズを把握する絶好の機会であり、塗装現
場へのフィードバック情報として活用して参ります。
　また、IPCO は、コーティング・コンソーシアム

（Coating Consortium: CoCo）の発足時から参画してお
り、現在は日本塗料工業会（JPMA）様とともに「工
業塗装における脱炭素へのチェックリスト」の作成を
担当しており、日本工業塗装協同組合連合会様と日本
塗装機械工業会（SEMA）様作成の「工業塗装ライン
工程別での CO2 排出削減対策例」も進んでおります。
完成後は、まずは自社分析をしていただくためのツー
ルとしてお使いいただければ幸いです。CoCo は、こ
のように塗料・塗装団体の繋がりを実践していて、炭
素集約型産業としての次世代提案に取り組んでおりま
す。
　国連の気候変動会議において、2025 年には、CO2

の排出削減から脱炭素の段階的廃止へと流れが変わる
兆候が見られており、塗料・塗装業界でも先見的な動
きが求められています。最後に、この一年も皆様のご
健康とご事業のご繁栄を祈念して、新年のご挨拶とさ
せていただきます。




